
①

⇒

⇒

⇒

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

目　標 策

思考・判断・表現
R5年度さいたま市学習状況調査の自校結果を市平均との比
較で、国語・数学の「思考・判断・表現」において平均２ｐt向上
させる。

さいたま市『アクティブ・ラーニング』型授業のうち「考えを引
き出し、思考が深まる発問」「言語活動の充実」「資料の収集、
読み取り、活用」を重点とした学習活動のより一層の充実に努
める。

知識・技能
R5年度さいたま市学習状況調査の自校結果を市平均との比
較で、国語・数学の「知識・技能」において平均３ｐt向上させ
る。

週2回１０分間の朝スタディサプリの時間を新設し、国
語、数学の基礎的・基本的な学習の反復・習熟を図る。
生徒が、学習内容と実生活とのつながりをより実感で
きる授業を実践する。

主体的に学習に取り組
む態度

前年度行った校内調査の質問を「各教科の学習に興味・関心
がある」に変更して校内調査を年３回行い、肯定的な回答の割
合を2.5ｐｔ向上させる。

さいたま市の目指す子どもの姿「興味・関心を広げ探究
的に学ぶ子ども」の視点を入れ、生徒の興味・関心を高
める授業を再構築すると共に、生徒の学ぼうとする力」
の育成を図る。

③

⇒

⇒

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

目　標 策

知識・技能 変更なし

思考・判断・表現 変更なし ⇒

主体的に学習に取り組
む態度

変更なし

中１

中３

④ 　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

中２

⑤ 　　　　　　　　目標・策の達成状況 評価（※）

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現 思考・判断・表現
R５年度全国学力・学習状況調査の「思考・判断・表現」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語
＋１２．８pt、数学+6ptであった。特に国語の自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にし
て書く問題でR4年度は県、全国より大きく下回っていたが、R5年度は上回ることができた。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」
の質問項目の、肯定的な回答の割合は90％を超えており、埼玉県、全国の値を大きく超えている。今後
もより一層、子ども主体の学びとなるよう授業改善に努める。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能
R５年度全国学力・学習状況調査の「知識・技能」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語＋
4pt、数学ー0.７ptであった。数学の表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができるか問
う問題で、無回答率が高くなっていた。

⑥ 　　　　　　　次年度への課題と改善策

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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①

⇒

⇒

⇒

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

目　標 策

思考・判断・表現
R5年度さいたま市学習状況調査の自校結果を市平均との比
較で、国語・数学の「思考・判断・表現」において平均２ｐt向上
させる。

さいたま市『アクティブ・ラーニング』型授業のうち「考えを引
き出し、思考が深まる発問」「言語活動の充実」「資料の収集、
読み取り、活用」を重点とした学習活動のより一層の充実に努
める。

知識・技能
R5年度さいたま市学習状況調査の自校結果を市平均との比
較で、国語・数学の「知識・技能」において平均３ｐt向上させ
る。

週2回１０分間の朝スタディサプリの時間を新設し、国
語、数学の基礎的・基本的な学習の反復・習熟を図る。
生徒が、学習内容と実生活とのつながりをより実感で
きる授業を実践する。

主体的に学習に取り組
む態度

前年度行った校内調査の質問を「各教科の学習に興味・関心
がある」に変更して校内調査を年３回行い、肯定的な回答の割
合を2.5ｐｔ向上させる。

さいたま市の目指す子どもの姿「興味・関心を広げ探究
的に学ぶ子ども」の視点を入れ、生徒の興味・関心を高
める授業を再構築すると共に、生徒の学ぼうとする力」
の育成を図る。

③

⇒

⇒

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

目　標 策

知識・技能 変更なし

思考・判断・表現 変更なし ⇒

主体的に学習に取り組
む態度

変更なし

思考・判断・表現
R５年度全国学力・学習状況調査の「思考・判断・表現」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語
＋１２．８pt、数学+6ptであった。特に国語の自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にし
て書く問題でR4年度は県、全国より大きく下回っていたが、R5年度は上回ることができた。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」
の質問項目の、肯定的な回答の割合は90％を超えており、埼玉県、全国の値を大きく超えている。今後
もより一層、子ども主体の学びとなるよう授業改善に努める。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能
R５年度全国学力・学習状況調査の「知識・技能」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語＋
4pt、数学ー0.７ptであった。数学の表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができるか問
う問題で、無回答率が高くなっていた。
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